
(57)【要約】

【課題】　元の画像の色味を変えずに特定の色を強調す

る。

【解決手段】　Ｒ、Ｇ、Ｂの３色の入力輝度信号に対し

て、少なくとも２つの異なる階調補正関数を持ち、各色

ごとに階調補正関数を用いて各色ごとの補正係数を算出

し、各色ごとの入力信号に従って重みが変化するように

合成して全色に共通の補正係数を計算し、その補正係数

を入力信号に乗じる。

【選択図】　図１

JP 2005-236604 A 2005.9.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ３ 色 の 入 力 輝 度 信 号 に 対 し て 、 少 な く と も ２ つ の 異 な る 階 調 補 正 関 数 に 従 っ て 該 入 力 輝
度 信 号 を 補 正 す る 映 像 信 号 補 正 方 法 に お い て 、
　 各 色 毎 の 前 記 階 調 補 正 関 数 を 用 い て 、 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 の 補 正 値 を 算 出 す る ス テ ッ
プ と 、
　 前 記 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 に 従 っ て 重 み が 変 化 す る よ う に 合 成 し た 各 色 に 対 し て 共 通 の
補 正 係 数 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 入 力 輝 度 信 号 に 前 記 補 正 係 数 を 乗 じ る ス テ ッ プ と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 映 像
信 号 補 正 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ３ 色 の 入 力 輝 度 信 号 に 対 し て 、 少 な く と も ２ つ の 異 な る 階 調 補 正 関 数 に 従 っ て 該 入 力 輝
度 信 号 を 補 正 す る 映 像 信 号 補 正 方 法 に お い て 、
　 各 色 毎 の 前 記 階 調 補 正 関 数 を 用 い て 、 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 の 補 正 値 を 算 出 す る ス テ ッ
プ と 、
　 前 記 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 に 従 っ て 重 み が 変 化 す る よ う に 合 成 し た 各 色 に 対 し て 共 通 の
補 正 係 数 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 入 力 輝 度 信 号 に 前 記 補 正 係 数 を 乗 じ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 入 力 輝 度 信 号 に 前 記 補 正 係 数 を 乗 じ た 値 が 取 り う る 最 大 値 を 超 え な い よ う に 制 限 を
か け る ス テ ッ プ と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 映 像 信 号 補 正 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ３ 色 の 入 力 輝 度 信 号 に 対 し て 、 少 な く と も ２ つ の 異 な る 階 調 補 正 関 数 に 従 っ て 該 入 力 輝
度 信 号 を 補 正 す る 映 像 信 号 補 正 方 法 に お い て 、
　 各 色 毎 の 前 記 階 調 補 正 関 数 を 用 い て 、 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 の 補 正 値 を 算 出 す る ス テ ッ
プ と 、
　 前 記 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 に 従 っ て 重 み が 変 化 す る よ う に 合 成 し た 各 色 に 対 し て 共 通 の
補 正 係 数 の 算 出 値 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 補 正 係 数 の 最 大 値 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 入 力 輝 度 信 号 に 前 記 補 正 係 数 の 算 出 値 と 最 大 値 の い ず れ か 小 さ い 方 を 乗 じ る ス テ ッ
プ と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 映 像 信 号 補 正 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 補 正 係 数 は 、 前 記 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 の 補 正 値 の 加 重 平 均 か ら 算 出 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ 記 載 の 映 像 信 号 補 正 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ３ 色 の 入 力 輝 度 信 号 に 対 し て 、 少 な く と も ２ つ の 異 な る 階 調 補 正 関 数 に 従 っ て 該 入 力 輝
度 信 号 を 補 正 す る 映 像 信 号 補 正 装 置 に お い て 、
　 各 色 毎 の 前 記 階 調 補 正 関 数 を 用 い て 、 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 の 補 正 値 を 算 出 す る 補 正 手
段 と 、
　 前 記 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 に 従 っ て 重 み が 変 化 す る よ う に 合 成 し た 各 色 に 対 し て 共 通 の
補 正 係 数 を 算 出 す る 補 正 係 数 算 出 手 段 と 、
　 前 記 入 力 輝 度 信 号 に 前 記 補 正 係 数 を 乗 じ る 乗 算 手 段 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 映 像
信 号 補 正 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ３ 色 の 入 力 輝 度 信 号 に 対 し て 、 少 な く と も ２ つ の 異 な る 階 調 補 正 関 数 に 従 っ て 該 入 力 輝
度 信 号 を 補 正 す る 映 像 信 号 補 正 装 置 に お い て 、
　 各 色 毎 の 前 記 階 調 補 正 関 数 を 用 い て 、 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 の 補 正 値 を 算 出 す る 補 正 手
段 と 、
　 前 記 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 に 従 っ て 重 み が 変 化 す る よ う に 合 成 し た 各 色 に 対 し て 共 通 の
補 正 係 数 を 算 出 す る 補 正 係 数 算 出 手 段 と 、
　 前 記 入 力 輝 度 信 号 に 前 記 補 正 係 数 を 乗 じ る 乗 算 手 段 と 、
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　 前 記 入 力 輝 度 信 号 に 前 記 補 正 係 数 を 乗 じ た 値 が 取 り う る 最 大 値 を 超 え な い よ う に 制 限 を
か け る 制 限 手 段 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 映 像 信 号 補 正 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ３ 色 の 入 力 輝 度 信 号 に 対 し て 、 少 な く と も ２ つ の 異 な る 階 調 補 正 関 数 に 従 っ て 該 入 力 輝
度 信 号 を 補 正 す る 映 像 信 号 補 正 装 置 に お い て 、
　 各 色 毎 の 前 記 階 調 補 正 関 数 を 用 い て 、 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 の 補 正 値 を 算 出 す る 補 正 手
段 と 、
　 前 記 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 に 従 っ て 重 み が 変 化 す る よ う に 合 成 し た 各 色 に 対 し て 共 通 の
補 正 係 数 の 算 出 値 を 算 出 す る 補 正 係 数 算 出 手 段 と 、
　 前 記 補 正 係 数 の 最 大 値 を 算 出 す る 最 大 値 算 出 手 段 と 、
　 前 記 入 力 輝 度 信 号 に 前 記 補 正 係 数 の 算 出 値 と 最 大 値 の い ず れ か 小 さ い 方 を 乗 じ る 比 較 乗
算 手 段 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 映 像 信 号 補 正 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 補 正 係 数 算 出 手 段 は 、 前 記 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 の 補 正 値 の 加 重 平 均 か ら 前 記 補 正
係 数 を 算 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ， ６ 又 は ７ 記 載 の 映 像 信 号 補 正 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ ラ ー 画 像 に 補 正 を 加 え る カ ラ ー 映 像 信 号 処 理 に お い て 、 色 味 の 変 化 を 抑 え
て 階 調 を 補 正 す る 映 像 信 号 補 正 方 法 及 び 映 像 信 号 補 正 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 テ レ ビ ジ ョ ン な ど の カ ラ ー 画 像 に お い て 、 コ ン ト ラ ス ト 感 ・ 明 る さ 感 や 色 味 を 強
調 し た り 補 正 し た り す る た め に 、 階 調 補 正 や 色 補 正 な ど の 映 像 信 号 補 正 処 理 を 行 う も の が
多 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 階 調 補 正 の 第 １ の 従 来 例 と し て は 、 映 像 の カ ラ ー 入 力 輝 度 信 号 に 対 し て 、 図 ６ に 示 す よ
う な 、 入 出 力 特 性 が 下 に 凸 の 階 調 補 正 を 施 す こ と に よ り 、 映 像 の コ ン ト ラ ス ト 感 を 高 め る
処 理 が 公 知 で あ る 。 例 え ば 、 輝 度 信 号 が 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） の ３ 色 に 分 解 さ れ
て 入 力 さ れ た と す る 。 Ｒ Ｇ Ｂ の ３ 色 の 入 力 輝 度 信 号 が 、 (R i n 1 ,G i n 1 ,B i n 1 )=(0.3,0.4,0.5)
、 (R i n 2 ,G i n 2 ,B i n 2 )=(0.7,0.8,0.9)の 場 合 、 図 ６ の よ う な 階 調 変 換 を 行 う こ と に よ り 、 (R

o u t 1 ,G o u t 1 ,B o u t 1 )=(0.09,0.16,0.25)、 (R o u t 2 ,G o u t 2 ,B o u t 2 )=(0.49,0.64,0.81)と な る 。
画 像 の 輝 度 情 報 Ｌ を Ｌ =0.2125R+0.7154G+0.0721B（ ITU-R BT709） と し て 計 算 す る と 、 L i n
1 =0.386、 L o u t 1 =0.152、 L i n 2 =0.786、 L o u t 2 =0.620と な る 。 各 々 の 比 は 、 L i n 2 /L i n 1 =0.786
/0.386=2.04、 L o u t 2 /L o u t 1 =0.620/0.152=4.09、 L o u t 1 /L i n 1 =0.393、 L o u t 2 /L i n 2 =0.789と
な り 、 輝 度 は 低 下 す る が コ ン ト ラ ス ト が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 階 調 補 正 の 第 ２ の 従 来 例 と し て 、 図 ７ の よ う に 入 出 力 特 性 が 上 に 凸 の 階 調 補 正 を
施 す こ と に よ り 、 映 像 の 明 る さ 感 を 高 め る 処 理 も 公 知 で あ る 。 Ｒ Ｇ Ｂ の ３ 色 の 入 力 輝 度 信
号 が 、 (R i n 1 ,G i n 1 ,B i n 1 )=(0.3,0.4,0.5)、 (R i n 2 ,G i n 2 ,B i n 2 )=(0.7,0.8,0.9)の 場 合 、 図 ７
の よ う な 階 調 補 正 を 行 う こ と に よ り 、 (R o u t 1 ,G o u t 1 ,B o u t 1 )=(0.548,0.632,0.707)、 (R o u t
2 ,G o u t 2 ,B o u t 2 )=(0.837,0.894,0.949)と な る 。 画 像 の 輝 度 を 計 算 す る と 、 L i n 1 =0.386、 L o
u t 1 =0.620、 L i n 2 =0.786、 L o u t 2 =0.886と な る 。 各 々 の 比 は 、 L i n 2 /L i n 1 =0.786/0.386=2.04
、 L o u t 2 /L o u t 1 =0.886/0.620=1.43、 L o u t 1 /L i n 1 =1.61、 L o u t 2 /L i n 2 =1.13と な り 、 コ ン ト ラ
ス ト は 低 下 す る が 輝 度 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 こ れ ら の 従 来 例 に は 、 階 調 補 正 前 後 で Ｒ Ｇ Ｂ の 比 も 変 化 し 、 色 味 が 変 わ っ て し
ま う と い う 共 通 の 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 問 題 に 対 す る 解 決 法 と し て 、 下 記 特 許 文 献 １ の よ う な 技 術 が あ る （ 階 調 補 正 の 第 ３
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の 従 来 例 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 図 ８ の よ う な 構 成 で あ る 。 図 ８ に お い て 、 ２ １ は 信 号 前 処 理 部 、 ２ ２ は
非 線 形 変 換 部 、 ２ ３ は 色 補 正 部 、 ２ ４ は 信 号 後 処 理 部 で あ る 。 ま た 、 ２ ５ は カ ラ ー 画 像 信
号 が 順 次 送 ら れ て き て 入 力 さ れ る カ ラ ー 画 像 信 号 入 力 端 子 で あ り 、 ２ ６ は カ ラ ー 画 像 信 号
が 出 力 さ れ る カ ラ ー 画 像 信 号 出 力 端 子 で あ る 。 信 号 前 処 理 部 ２ １ で ノ イ ズ 除 去 な ど の 映 像
信 号 の 前 処 理 を 行 い 、 非 線 形 変 換 部 ２ ２ で 階 調 補 正 が な さ れ る 。 さ ら に 非 線 形 変 換 部 ２ ２
の 出 力 に 対 し て 色 補 正 部 ２ ３ で 色 補 正 を 行 い 、 信 号 後 処 理 部 ２ ４ で そ の 後 の 処 理 が 行 わ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 主 要 部 で あ る 非 線 形 変 換 部 に お い て 、
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　

が 計 算 さ れ 、 出 力 さ れ る 。 こ こ で 、 max( )は 最 大 値 を 選 択 す る 関 数 、 R i n ,G i n ,B i n は 入 力
さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ 色 信 号 、 R o u t ,G o u t ,B o u t は 出 力 さ れ る Ｒ Ｇ Ｂ 色 信 号 、 f( )は 階 調 補 正 関 数 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 式 を 変 形 す る と 、
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　

と な り 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 比 は 階 調 補 正 前 後 で 変 化 せ ず 、 色 味 が 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 特 許 文 献 １ で は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 か ら Ｃ Ｉ Ｅ （ 国 際 照 明 委 員 会 、 Commission International
e d'Eclairage） の Ｌ *ａ *ｂ *や Ｌ ｕ ｖ な ど に 変 換 し 、 輝 度 成 分 （ Ｌ *ま た は Ｌ ） の み 階 調
補 正 を 行 っ た 後 に 再 び Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 に 逆 変 換 す る 構 成 も 記 載 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 輝 度 成
分 の み 変 換 が 行 わ れ 、 色 成 分 は 変 化 し な い た め 、 や は り 色 味 が 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 他 の 公 知 例 と し て 、 テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 信 号 の ひ と つ で あ る Ｙ Ｕ Ｖ 信 号 の Ｙ 成 分 の み 階 調
補 正 を 行 う も の も あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 色 補 正 の 従 来 例 と し て 、 図 ９ の よ う に 映 像 の カ ラ ー 入 力 輝 度 信 号 Ｒ ,Ｇ ,Ｂ そ れ ぞ
れ の 階 調 補 正 関 数 を 異 な る も の （ Ｒ に 対 し て は f r (x)、 Ｇ に 対 し て は f g (x)、 Ｂ に 対 し て は
f b (x)、 xは 任 意 の 値 を 示 す ） に し て 色 味 を 補 正 す る 処 理 も 公 知 で あ る 。 例 え ば 、 Ｒ Ｇ Ｂ の
入 力 輝 度 信 号 が 、 (R i n 1 ,G i n 1 ,B i n 1 )=(0.3,0.4,0.5)、 (R i n 2 ,G i n 2 ,B i n 2 )=(0.7,0.8,0.9)の
場 合 、 図 の よ う な 階 調 補 正 を 行 う こ と に よ り 、 (R o u t 1 ,G o u t 1 ,B o u t 1 )=(0.36,0.4,0.5)、 (R

o u t 2 ,G o u t 2 ,B o u t 2 )=(0.84,0.8,0.9)と な る 。 こ の 場 合 、 階 調 補 正 換 の 前 に 比 べ 、 変 換 後 の
Ｒ の 割 合 が 大 き く な り 、 赤 み が 強 調 さ れ た 色 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 さ ら に 、 下 記 特 許 文 献 ２ に は 、 原 画 像 の 選 択 的 補 正 を 行 う 方 法 と し て 、 ２ つ 以 上 の 選 択
的 色 補 正 が 、 各 色 変 化 に 対 し て 、 選 択 色 が 原 色 か ら 異 な る に つ れ て 減 少 す る 重 み 値 を 選 ぶ
こ と に よ る 加 重 平 均 修 正 よ っ て 組 み 合 わ さ れ た 色 補 正 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ６ － ３ １ １ ３ ５ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ８ － ３ １ ５ １ ３ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 映 像 の 特 定 の 範 囲 の 色 を 強 調 す る と き 、 色 味 を 変 化 さ せ ず に 色 を 強 調 し た い 場 合 が あ る
。 し か し 、 上 記 色 補 正 の 従 来 例 で 挙 げ た Ｒ Ｇ Ｂ そ れ ぞ れ の 階 調 補 正 関 数 を 異 な ら せ る 例 で
は 、 色 味 が 変 化 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 色 味 を 変 化 さ せ な い で 特 定 範 囲 の 色 を 強 調 す る 方 法 と し て 、 上 記 背 景 技 術 で 述 べ た 階 調
補 正 の 第 ３ の 従 来 例 と 色 補 正 を 組 み 合 わ せ た 構 成 が 考 え ら れ る 。 Ｒ Ｇ Ｂ そ れ ぞ れ 別 の 階 調
補 正 関 数 を 持 ち 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 の 中 で 最 大 値 を 持 つ 色 に つ い て 階 調 補 正 を 行 い 、 階 調 補 正 前
後 の 比 を 係 数 と し て 他 の 色 信 号 に 乗 算 す る 、 と い う 構 成 で あ る （ 図 １ ０ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ０ に お い て 、 ３ １ は 入 力 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 値 の う ち 最 も 大 き い 値 を 選 択 す る 選 択 器
、 ３ ２ は 入 力 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 値 の う ち 最 大 値 を 持 つ 信 号 に 対 応 し た 情 報 を 出 力 す る 比 較
器 、 ３ ３ は 比 較 器 ３ ２ の 出 力 に 応 じ て 後 述 の 階 調 補 正 デ ー タ メ モ リ の い ず れ か 一 つ を 選 択
す る ス イ ッ チ 、 ３ ４ は ス イ ッ チ ３ ３ か ら の 指 示 に よ り Ｒ の 階 調 補 正 デ ー タ を 出 力 す る Ｒ 階
調 補 正 デ ー タ テ ー ブ ル 、 ３ ５ は ス イ ッ チ ３ ３ か ら の 指 示 に よ り Ｇ の 階 調 補 正 デ ー タ を 出 力
す る Ｇ 階 調 補 正 デ ー タ テ ー ブ ル 、 ３ ６ は ス イ ッ チ ３ ３ か ら の 指 示 に よ り Ｂ の 階 調 補 正 デ ー
タ を 出 力 す る Ｂ 階 調 補 正 デ ー タ テ ー ブ ル 、 ３ ７ は 選 択 器 ３ １ の 出 力 値 に 階 調 補 正 デ ー タ テ
ー ブ ル ３ ４ ， ３ ５ ， ３ ６ か ら 出 力 さ れ た 階 調 補 正 デ ー タ を 適 用 す る 階 調 補 正 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｒ Ｇ Ｂ そ れ ぞ れ の 階 調 補 正 関 数 が 図 １ １ の よ う で あ っ た 場 合 （ Ｒ 階 調 補 正 デ ー タ テ ー ブ
ル の 内 容 は 実 線 で 示 さ れ た f r (x)、 Ｇ 階 調 補 正 デ ー タ テ ー ブ ル の 内 容 は 点 線 の f g (x)、 Ｂ 階
調 補 正 デ ー タ テ ー ブ ル の 内 容 は 鎖 線 の f b (x)で あ る ） 、 例 え ば 、 (R i n ,G i n ,B i n )=(0.7,0.3,
0.5)が 入 力 さ れ る と 、 比 較 器 ３ ２ に お い て Ｒ が 最 も 大 き い と 判 断 さ れ 、 そ れ に 応 じ た 信 号
が ス イ ッ チ ３ ３ に 入 力 さ れ る 。 ス イ ッ チ ３ ３ は Ｒ 階 調 補 正 デ ー タ テ ー ブ ル を 選 択 す る 。 ま
た 、 選 択 器 ３ １ は Ｒ Ｇ Ｂ の 最 大 値 0.8を 選 択 し 、 階 調 補 正 手 段 ３ ７ お よ び 除 算 器 ３ ８ に 入
力 さ れ る 。 階 調 補 正 手 段 ３ ７ は 、 Ｒ 階 調 補 正 デ ー タ テ ー ブ ル ３ ４ の 補 正 テ ー ブ ル を 参 照 し
て R i n に 補 正 を 加 え 、 0.9を 除 算 器 ３ ８ に 出 力 す る 。 除 算 器 ３ ８ は 、 補 正 後 の 値 0.9を 補 正
前 の 値 0.7で 除 算 し 、 1.286を 補 正 係 数 と し て 出 力 す る 。 乗 算 器 ３ ９ ， ４ ０ ， ４ １ は 元 の Ｒ
Ｇ Ｂ 値 に 除 算 器 ３ ８ か ら 入 力 さ れ た 補 正 係 数 を 乗 算 し 、 (R o u t ,G o u t ,B o u t )=(0.9,0.39.0.6
4)を 出 力 す る 。 こ の と き 、 R o u t :G o u t :B o u t =0.9:0.39:0.64=0.7:0.3:0.5=Ri n :G i n :B i n と な
り 、 色 味 が 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 (R i n ,G i n ,B i n )=(0.5,0.7,0.3)が 入 力 さ れ た 場 合 、 同 様 に 動 作 し て 、 最 大 値 Ｇ の
階 調 補 正 デ ー タ テ ー ブ ル が 選 択 さ れ 、 (R o u t ,G o u t ,B o u t )=(0.32,0.45,0.19)を 出 力 す る 。 R

o u t :G o u t :B o u t =0.32:0.45:0.19=0.5:0.7:0.3=Ri n :G i n :B i n で あ り 、 色 味 が 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 同 様 に 、 (R i n ,G i n ,B i n )=(0.3,0.5,0.7)が 入 力 さ れ る と 、 (R o u t ,G o u t ,B o u t )=(0.3,0.5,0
.7)と な り 、 色 ・ 輝 度 の 変 化 は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 つ ま り 、 こ の 例 の 場 合 、 Ｒ が 最 も 強 い 色 （ 赤 み の 色 ） は 輝 度 が 増 大 し 、 Ｇ が 最 も 強 い 色
（ 緑 み の 色 ） は 輝 度 が 減 少 し 、 Ｂ が 最 も 強 い 色 （ 青 み の 色 ） は 輝 度 が 変 化 し な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 般 的 に 、 Ｒ Ｇ Ｂ の う ち 強 調 し た い 色 味 に 対 応 し た 階 調 補 正 関 数 を 上 に 凸 に す る と そ の

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-236604 A 2005.9.2



色 味 の 輝 度 が 上 昇 す る 。 目 立 た せ た く な い 色 味 に 対 応 し た 階 調 補 正 関 数 を 下 に 凸 に す る と
そ の 色 味 の 輝 度 が 減 少 す る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 特 定 範 囲 の 色 を 強 調 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 構 成 で 不 具 合 を 生 じ る 例 を 図 １ ２ に 示 す 。 図 １ ２ は 、 例 え ば 表 示 装 置 の あ る １ 水 平
ラ イ ン の Ｒ 、 Ｇ 信 号 と 、 除 算 器 ３ ８ か ら 出 力 さ れ る 補 正 係 数 と 、 画 面 上 の 輝 度 値 を 表 し た
も の で あ る 。 Ｂ 信 号 は 全 領 域 で ０ で あ る と す る 。 図 １ ２ に 示 し た よ う に 、 画 面 左 が 最 大 の
Ｒ で 右 に 行 く に つ れ て Ｒ 成 分 が 減 少 す る 。 ま た 、 最 大 の Ｒ の 位 置 で は Ｇ 信 号 が ０ で 右 に 行
く に つ れ て Ｇ 成 分 が 増 加 し 、 Ｒ 成 分 が ０ と な る 位 置 で Ｇ 成 分 が 最 大 と な る 。 画 面 中 央 部 で
ち ょ う ど Ｒ と Ｇ の 値 が 等 し く な っ て お り 、 そ れ を 境 に 左 側 が 赤 み で 右 側 が 緑 み の 色 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 場 合 、 画 面 左 半 分 で は Ｒ 成 分 が 最 大 と な る た め 、 図 １ １ の Ｒ 階 調 補 正 関 数 f r (x)で
補 正 係 数 が 算 出 さ れ る 。 こ こ で は 常 に 補 正 係 数 は １ 以 上 と な り 、 さ ら に 右 上 が り に 補 正 係
数 が 大 き く な る 。 ま た 、 画 面 右 半 分 で は Ｇ 成 分 が 最 大 と な る た め 、 Ｇ 階 調 補 正 関 数 f g (x)
で 補 正 係 数 が 算 出 さ れ る が 、 常 に 補 正 係 数 が １ 以 下 で あ り 、 左 下 が り で 補 正 係 数 が 小 さ く
な る 。 こ の と き の 輝 度 の 変 化 は 図 示 し て あ る よ う に な り 、 画 面 中 央 を 境 に 輝 度 の 段 差 が 現
れ て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 元 の 画 像 の 色
味 を 変 え ず に 特 定 の 色 を 強 調 す る 映 像 信 号 補 正 方 法 及 び 映 像 信 号 補 正 装 置 を 提 供 す る こ と
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の 映 像 信 号 補 正 方 法 に あ っ て は 、 ３ 色 の 入 力 輝 度 信 号
に 対 し て 、 少 な く と も ２ つ の 異 な る 階 調 補 正 関 数 に 従 っ て 該 入 力 輝 度 信 号 を 補 正 す る 映 像
信 号 補 正 方 法 に お い て 、 各 色 毎 の 前 記 階 調 補 正 関 数 を 用 い て 、 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 の 補
正 値 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 に 従 っ て 重 み が 変 化 す る よ う に 合
成 し た 各 色 に 対 し て 共 通 の 補 正 係 数 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 入 力 輝 度 信 号 に 前 記 補 正
係 数 を 乗 じ る ス テ ッ プ と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 映 像 信 号 補 正 装 置 に あ っ て は 、 ３ 色 の 入 力 輝 度 信 号 に 対 し て 、 少 な く と も ２ つ
の 異 な る 階 調 補 正 関 数 に 従 っ て 該 入 力 輝 度 信 号 を 補 正 す る 映 像 信 号 補 正 装 置 に お い て 、 各
色 毎 の 前 記 階 調 補 正 関 数 を 用 い て 、 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 の 補 正 値 を 算 出 す る 補 正 手 段 と
、 前 記 各 色 毎 の 入 力 輝 度 信 号 に 従 っ て 重 み が 変 化 す る よ う に 合 成 し た 各 色 に 対 し て 共 通 の
補 正 係 数 を 算 出 す る 補 正 係 数 算 出 手 段 と 、 前 記 入 力 輝 度 信 号 に 前 記 補 正 係 数 を 乗 じ る 乗 算
手 段 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 特 定 の 範 囲 の 色 を 強 調 す る と き 、 色 味 を 変 化 さ せ ず に 色 を 強 調 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
<実 施 例 １ >
　 （ 概 要 ） 映 像 入 力 輝 度 信 号 を 色 分 解 し た Ｒ Ｇ Ｂ 値 を そ れ ぞ れ R i n 、 G i n 、 B i n 、 Ｒ の 階 調
補 正 関 数 を f r (x)、 Ｇ の 階 調 補 正 関 数 を f g (x)、 Ｂ の 階 調 補 正 関 数 を f b (x)、 と す る 。 Ｒ の
入 力 値 と 階 調 補 正 関 数 に よ っ て 得 ら れ る 出 力 値 と の 比 を K r 、 Ｇ の 入 力 値 と 階 調 補 正 関 数 に
よ っ て 得 ら れ る 出 力 値 と の 比 を K g 、  Ｂ の 入 力 値 と 階 調 補 正 関 数 に よ っ て 得 ら れ る 出 力 値
と の 比 を K b と す る と 、 K r 、 K g 、 K b は そ れ ぞ れ 、
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【 数 ３ 】
　
　
　
　
　

の よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 画 素 の 補 正 係 数 Ｃ は こ れ ら の 比 に 対 し て 入 力 Ｒ Ｇ Ｂ 入 力 値 の 大 き さ に 応 じ た 重 み を つ け
た 加 重 平 均 に よ り 求 め る 。 即 ち 、
【 数 ４ 】
　
　
　
　

で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 補 正 係 数 Ｃ を 各 Ｒ Ｇ Ｂ 入 力 値 に 乗 算 し 、 階 調 補 正 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 構 成 ） 本 実 施 例 の ブ ロ ッ ク 図 を 図 １ に 示 す 。 図 １ に お い て 、 １ は Ｒ の 入 力 値 R i n に 対
し て 階 調 補 正 関 数 f r (R i n )を 適 用 し て 出 力 す る Ｒ 階 調 補 正 手 段 、 ２ は Ｇ の 入 力 値 G i n に 対 し
て 階 調 補 正 関 数 f g (G i n )を 適 用 し て 出 力 す る Ｇ 階 調 補 正 手 段 、 ３ は Ｂ の 入 力 値 B i n に 対 し て
階 調 補 正 関 数 f b (B i n )を 適 用 し て 出 力 す る Ｂ 階 調 補 正 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 ４ は 入 力 値 R i n と Ｒ 階 調 補 正 手 段 １ の 出 力 を 乗 算 す る 乗 算 器 、 ５ は 入 力 値 G i n と Ｇ
階 調 補 正 手 段 ２ の 出 力 を 乗 算 す る 乗 算 器 、 ６ は 入 力 値 B i n と Ｂ 階 調 補 正 手 段 ３ の 出 力 を 乗
算 す る 乗 算 器 、 ７ は 上 記 乗 算 器 ４ ， ５ ， ６ の 出 力 を 全 て 加 算 す る 加 算 器 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ８ は Ｒ Ｇ Ｂ の 入 力 値 を そ れ ぞ れ 二 乗 し 全 て 加 算 す る 平 方 和 計 算 器 、 ９ は 加 算 器 ７ の 出 力
を 平 方 和 計 算 器 ８ の 出 力 で 除 算 す る 除 算 器 、 １ ０ は Ｒ の 入 力 値 R i n に 除 算 器 ９ の 出 力 を 掛
け る 乗 算 器 、 １ １ は Ｇ の 入 力 値 G i n に 除 算 器 ９ の 出 力 を 掛 け る 乗 算 器 、 １ ２ は Ｂ の 入 力 値 B

i n に 除 算 器 ９ の 出 力 を 掛 け る 乗 算 器 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 例 で は 、 Ｒ 階 調 補 正 手 段 １ 、 Ｇ 階 調 補 正 手 段 ２ 、 Ｂ 階 調 補 正 手 段 ３ の ３ つ が 補 正
手 段 で あ る 。 Ｒ 階 調 補 正 手 段 １ 、 Ｇ 階 調 補 正 手 段 ２ 、 Ｂ 階 調 補 正 手 段 ３ を 含 む 、 乗 算 器 ４
， ５ ， ６ 、 加 算 器 ７ 、 平 方 和 計 算 器 ８ 、 除 算 器 ９ が 補 正 係 数 算 出 手 段 で あ り 、 最 終 的 に 除
算 器 ９ か ら 出 力 さ れ る 値 が 補 正 係 数 Ｃ で あ る 。 乗 算 器 １ ０ ， １ １ ， １ ２ は 、 乗 算 手 段 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ は 、 Ｒ 階 調 補 正 手 段 １ （ 実 線 ） 、 Ｇ 階 調 補 正 手 段 ２ （ 破 線 ） 、 Ｂ 階 調 補 正 手 段 ３ （
鎖 線 ） の 入 出 力 特 性 の 例 で あ る 。 図 ２ で は 、 Ｒ 階 調 補 正 手 段 の 入 出 力 特 性 が 上 に 凸 、 Ｇ 階
調 補 正 手 段 の 入 出 力 特 性 が 下 に 凸 、 Ｂ 階 調 補 正 手 段 の 入 出 力 特 性 が リ ニ ア と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ の 階 調 補 正 関 数 が 適 用 さ れ る 場 合 、 例 え ば 、 あ る 画 素 に Ｒ Ｇ Ｂ 入 力 値 (R i n ,G i n ,B i n
)=(0.7,0.3,0.5)が 入 力 さ れ る と 、 R i n は Ｒ 階 調 補 正 手 段 １ に 入 力 さ れ 、 f r (R i n )=0.9が 出
力 さ れ る 。 同 様 に 、 f g (G i n )=0.14、 f b (B i n )=0.5が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ ら は そ れ ぞ れ 乗 算 器 ４ ， ５ ， ６ に よ っ て 入 力 値 R i n 、 G i n 、 B i n が 乗 算 さ れ 、 加 算 器
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７ で そ の 出 力 が 加 算 さ れ る 。 加 算 器 ７ か ら は R i n × f r (R i n )+g i n × f g (G i n )+B i n × f b (B i n )=0
.7× 0.9+0.3× 0.14+0.5× 0.5=0.92が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 平 方 和 計 算 器 ８ で は 、 入 力 値 0.7,0.3,0.5の 二 乗 で あ る 0.49,0.09,0.25が 加 算 さ
れ 、 平 方 和 Ｓ =0.83が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 加 算 器 ７ の 出 力 値 0.92と 平 方 和 計 算 器 ８ の 出 力 値 0.83は 除 算 器 ９ に 入 力 さ れ 、 各 色 に 対
し て 共 通 の 補 正 係 数 Ｃ =0.92/0.83=1.11を 得 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ を 元 の 入 力 値 に 乗 算 し 、 最 終 的 な 出 力 値 R o u t =Ｃ × R i n =0.776、 G o u t =Ｃ × G i n =0.333
、 B o u t =Ｃ × B i n =0.554が 出 力 さ れ る 。 こ の R o u t 、 G o u t 、 B o u t の 比 は 、 R o u t :G o u t :B o u t =0.7
76:0.333:0.554=0.7:0.3:0.5=Ri n :G i n :B i n と な り 、 階 調 補 正 前 の Ｒ Ｇ Ｂ の 比 と 等 し く 、 色
味 の 変 化 が な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 Ｒ Ｇ Ｂ 入 力 値 (R i n ,G i n ,B i n )=(0.3,0.7,0.5)が 入 力 さ れ た 場 合 、 同 様 に し て 、 (f r
(R o u t ),f g (G o u t ),f b (B o u t ))=(0.5,0.45,0.5)と な り 、 除 算 器 ９ の 出 力 （ 補 正 係 数 Ｃ ） は 、
Ｃ =(0.3× 0.5+0.7× 0.45+0.5× 0.5)/(0.3 2 +0.7 2 +0.5 2 )=0.715/0.83=0.86で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 最 終 的 な 出 力 値 は 、 (R o u t ,G o u t ,B o u t )=(0.258,0.603,0.431)と な り 、 R o u t :G o u t :B o u t =0
.258:0.603:0.431=0.3:0.7:0.5=Ri n :G i n :B i n で 、 階 調 補 正 前 の Ｒ Ｇ Ｂ の 比 と 等 し く 、 色 味
の 変 化 が な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 例 の 構 成 で 上 記 課 題 で 挙 げ た 不 具 合 の 生 じ る パ タ ー ン と 同 様 の 映 像 に つ い て 色 補
正 を 行 う と 、 図 ３ の よ う に な り 、 図 １ ２ に 示 す よ う な 輝 度 の 段 差 が な く 滑 ら か に 輝 度 が 変
化 す る 。 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 特 定 の 範 囲 の 色 を 強 調 す る と き 、 輝 度 の 段 差 が な
く 滑 ら か に 輝 度 を 変 化 さ せ つ つ 、 色 味 を 変 化 さ せ ず に 色 を 強 調 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
<実 施 例 ２ >
　 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 図 ４ に 示 す 。 図 ４ に お い て 、 １ ３ は 乗 算 器 １ ０ の 出 力 が Ｒ の 取 り う
る 最 大 値 を 超 え な い よ う に 制 限 を か け る リ ミ ッ タ 、 １ ４ は 乗 算 器 １ １ の 出 力 が Ｇ の 取 り う
る 最 大 値 を 超 え な い よ う に 制 限 を か け る リ ミ ッ タ 、 １ ５ は 乗 算 器 １ ２ の 出 力 が Ｂ の 取 り う
る 最 大 値 を 超 え な い よ う に 制 限 を か け る リ ミ ッ タ で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 例 １ と 同 様
で あ る の で 、 同 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 実 施 例 で は 、 リ ミ ッ タ １ ３ ， １ ４ ， １ ５
が 制 限 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 実 施 例 で は 、 乗 算 器 １ ０ ， １ １ ， １ ２ か ら 値 が 出 力 さ れ る ま で は 上 記 実 施 例 １ と 同 じ
で あ る 。 乗 算 器 １ ０ か ら の 出 力 Ｃ × R i n は リ ミ ッ タ １ ３ に 入 力 さ れ る 。 リ ミ ッ タ １ ３ で は
、 乗 算 器 １ ０ か ら の 値 が Ｒ が 取 り う る 最 大 値 （ 8ビ ッ ト の 場 合 255） を 超 え て い る か を 判 定
し 、 超 え て い な け れ ば そ の ま ま の 値 を 出 力 し て 、 超 え て い れ ば 最 大 値 （ 8ビ ッ ト の 場 合 255
） を 出 力 す る 。 リ ミ ッ タ １ ４ 、 リ ミ ッ タ １ ５ も 同 様 に 、 そ れ ぞ れ 乗 算 器 １ １ 、 乗 算 器 １ ２
か ら の 出 力 Ｃ × G i n 、 Ｃ × B i n と 最 大 値 を 比 較 し て 、 最 大 値 を 超 え て い な け れ ば そ の ま ま の
値 、 超 え て い れ ば 最 大 値 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 補 正 係 数 Ｃ が 大 き く な り す ぎ て 出 力 値 が 取 り う る 最 大 の 値
を 超 え て し ま う こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
<実 施 例 ３ >
　 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 図 ５ に 示 す 。 図 ５ に お い て 、 １ ６ は Ｒ Ｇ Ｂ の 入 力 値 の う ち 最 大 値 を
検 出 し て 出 力 す る 最 大 値 検 出 器 、 １ ７ は Ｒ Ｇ Ｂ が 取 り う る 最 大 値 を 最 大 値 検 出 器 １ ６ の 出
力 で 除 算 し た 値 を 出 力 す る 係 数 算 出 器 、 １ ８ は 除 算 器 ９ の 出 力 と 係 数 算 出 器 １ ７ の 出 力 を
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比 較 し て 小 さ い 方 を 出 力 す る 比 較 器 で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る の で 、
同 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 実 施 例 で は 、 最 大 値 検 出 器 １ ６ と 係 数 算 出 器 １ ７ が 最
大 値 算 出 手 段 で あ る 。 比 較 器 １ ８ 及 び 乗 算 器 １ ０ ， １ １ ， １ ２ が 比 較 乗 算 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 例 で は 、 除 算 器 ９ か ら 値 が 出 力 さ れ る ま で は 前 記 実 施 例 １ と 同 じ で あ る 。 Ｒ Ｇ Ｂ
の 入 力 値 R i n 、 G i n 、 B i n は 最 大 値 検 出 器 １ ６ に 入 力 さ れ 、 最 大 の 値 が 出 力 さ れ る 。 最 大 値
検 出 器 か ら 出 力 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ の 最 大 値 は 係 数 算 出 器 １ ７ に 入 力 さ れ る 。 係 数 算 出 器 １ ７ は
Ｒ Ｇ Ｂ の 取 り う る 最 大 の 値 V m a x （ 8ビ ッ ト の 場 合 255） を 、 入 力 さ れ た 値 で 除 算 し 、 そ の 結
果 を 比 較 器 １ ８ に 出 力 す る 。 比 較 器 １ ８ は 除 算 器 ９ の 出 力 と 係 数 算 出 器 １ ７ の 出 力 を 比 較
し 、 小 さ い 方 の 値 を 出 力 す る 。 比 較 器 １ ８ か ら 出 力 さ れ た 値 が 乗 算 器 １ ０ ， １ １ ， １ ２ に
入 力 さ れ 、 入 力 信 号 R i n 、 G i n 、 B i n に 乗 算 さ れ て 最 終 的 な 出 力 値 R o u t 、 G o u t 、 B o u t が 得 ら
れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 前 記 実 施 例 １ で は 、 補 正 係 数 Ｃ が V m a x /max(R i n ,G i n ,B i n )を 超 え る と 、 R o u t 、 G o u t 、 B o u
t の い ず れ か 一 つ が V m a x を 超 え て し ま う 場 合 が あ っ た が 、 本 実 施 例 で は あ ら か じ め V m a x /ma
x(R i n ,G i n ,B i n )を 係 数 算 出 器 １ ７ で 計 算 し 、 補 正 係 数 Ｃ と 比 較 し て 小 さ い 方 を 選 択 す る よ
う に し て い る た め 、 取 り う る 最 大 の 値 を 超 え る こ と な く 色 補 正 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 実 施 例 １ ～ ３ で は 補 正 係 数 Ｃ を （ 数 式 ４ ） を 用 い て 算 出 し て い る が 、 本 発 明 の 条
件 を 満 た す 補 正 係 数 で あ れ ば ど の よ う な も の を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ ～ ３ に お い て ブ ロ ッ ク 図 を 用 い て 説 明 し て い る が 、 本 発 明 を 実 現 す る 構
成 は 上 記 実 施 例 で 示 し た も の に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に 係 る 映 像 信 号 補 正 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に 係 る 階 調 補 正 関 数 の 例 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ に 係 る 映 像 断 面 の 信 号 、 補 正 係 数 、 出 力 輝 度 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ に 係 る 映 像 信 号 補 正 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ３ に 係 る 映 像 信 号 補 正 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 階 調 補 正 を 行 う 場 合 の 階 調 補 正 関 数 の 例 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 階 調 補 正 を 行 う 場 合 の 階 調 補 正 関 数 の 別 の 例 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 階 調 補 正 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 色 補 正 行 う 場 合 の 補 正 関 数 の 例 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 例 を 組 み 合 わ せ て 色 変 化 が な い よ う に 色 の 強 調 処 理 を 行 う 例 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の 例 の 動 作 を 説 明 す る た め の 階 調 補 正 関 数 の 例 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ の 例 で 不 具 合 を 生 じ る 例 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
１ 　 Ｒ 階 調 補 正 手 段
２ 　 Ｇ 階 調 補 正 手 段
３ 　 Ｂ 階 調 補 正 手 段
４ ， ５ ， ６ 　 乗 算 器
６ 　 除 算 器
７ 　 加 算 器
８ 　 平 方 和 計 算 器
９ 　 除 算 器
１ ０ ， １ １ ， １ ２ 　 乗 算 器
１ ３ ， １ ４ ， １ ５ 　 リ ミ ッ タ
１ ６ 　 最 大 値 検 出 器
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１ ７ 　 係 数 算 出 器
１ ８ 　 比 較 器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(13) JP 2005-236604 A 2005.9.2



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5C066 AA03  CA17  EA05  EA07  EA13  EC01  KA12  KE01  KE09 
　　　　 　　  5C077 LL19  MP08  PP15  PP32  PP37  PQ18  PQ20 
　　　　 　　  5C079 HB01  LA12  NA03 

(14) JP 2005-236604 A 2005.9.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

